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平成25年 度教育研究交流委員会 国際交流事業

オーストラリア セントラル ・クィーンズランド大学(CQU)

看護系語学研修の実施

教育研究交流委員会嶌 田理佳、金子典代、香月富士日、山口孝子、市川誠一

看護学部学生の国際交流に対する関心は以前から高い。

英語圏への短期留学や現地の医療事情の視察などを希望

する学生 も多 く、長期休暇を利用 して語学研修や海外活

動を体験するプログラムに参加する学生 もみられる。 こ

うした背景をもとに本委員会では、学生の関心や意欲を

支える英語圏での語学研修等のプログラムを開発するこ

とを決定 し、実現に向けた活動を開始 した。今回はその

経緯 と語学研修実施の成果について報告する。

I.看 護系語学研修プログラムの開発

治安などの安全面、現地の気候、授業料や滞在費用等、

いくつかの条件を勘案 しつつ、本学での授業の履修に影

響がない時期に短期留学が可能な大学について情報収集

を行った。複数の留学先候補を検討 し、海外からの長期 ・

短期の留学生が多 く、 日本の大学生の受 け入れ実績もあ

るオース トラリアCentral　 Queensland大 学(CQU)

が本学部学生向けの確実かつ現実的なプログラムを開発

する条件を満たしていると判断 した。CQUに は看護学

部があることから、将来的に教員間の交流の可能性も広

がることが期待できたのも、交流の相手先としての好ま

しい との結論 に至 った理 由で ある。 こうしてCQU

English　 Language　 Centreと 協議を開始 し、2013年2

月に嶌田委員がCQUを 訪問 して短期留学の実現に向け

た協議を関係者 と行 うとともに、学習環境を調査 した。

その後、本事業を実現させるための具体的な調整に入 り、

3週 間のプログラムを計画 して平成25年9月 に学生8名

を派遣することになった。

Ⅱ.CQUの 概要

CQUは ク イー ンズ ラン ド州 の東側 中央、 ブ リスベ ン

か ら1,000キ ロ北上 した ロックハ ンプ トンRockhampton

と い う町にあ る国立大学 であ る(図1)。 日本 か らロ ッ

クハ ンプ トンへ は、 オース トラ リア国内の国際空港を経

て国内線 に乗 り換えて行 くことにな る。 ロ ックハ ンプ ト

ンの人 口 は約75,000人 で 、 隣 町まで は400キ ロの距離 が

あ るため往 復 には丸一 日を要 す るとい う。CQUは ロ ッ

クハ ンプ トンの中心部か ら北へ車で約10分 の ところにあ

る。 キ ャ ンパス はクイー ンズ ラ ンド州内 に6つ 、他州 に

2つ あ り、 そ の うち4つ のキ ャ ンパ スに看護系 の コース

があ る。CQU全 体 の学部学科 は大学院 も含 めて100以 上

あ り、履修方法 も学生個々の事情 に合わせて、長期履修

や通信履修な ど多種多様な方法が用意 されてい る。看護

系の コース は看護学部 と して単独で運営 されてい るので

はな く、複数の コースがあ る。長期履修やイ ンターネ ッ

トによ る履修の学生 もお り、看護系の コースで学ぶ学生

の総数 は2,000人 に も上 るとい う。

Ⅲ.CQU派 遣 の 日程

4月25日 学生を対象に語学研修の説明会を開催 し、参

加の募集開始

5月29日 研修スケジュールと旅行に関する説明会

7月23/24日 国際交流セ ンター職員による危機管理ガ

イダンス

8月13日 最終ガイダンス

8月24日 ～9月15日 看護系語学研修プログラム実施

(日程の詳細は表1参 照)

9月 帰国後の学生が報告書を提出

10月4日 参加学生と教育研究交流委員会メンバーで語

学研修報告会

11月8日 学内向けの語学研修報告会



Ⅳ.参 加学生の感想

【教員 の同行 ・引率】

・教員 の同行 ・引率がない ことで、 は じめ は不安 を感 じ

たが、 自分 たちです ることで 自立 して行動 で きた。英

語 を使 うことに もな り、学生 だ けで行 くのがよい。

【ホームステ ィ】女子学生 は2人1組 で ホー ムステ ィ。

男子学生 は1人 。

・一 人でのホームステ ィは不安 で さみ しか った。 ホー ム

ステ イ先 の家 にWiFiが な く、特 に土 日は誰 と も連 絡

がで きず、 つ らか った。

・ホス トファ ミリー は優 しく、安心 して過 ごせた。

・ホス トファ ミリーの宗教 にために牛 肉が食べ られず、

もっと食 べたか った。

・ホス トファ ミリー は一 人暮 ら しの人だ った。 いつ も2

人 だけの生 活で寂 しか った

・ホームステ ィ先の家で、2人 で部 屋を シェア したため

狭 く、 リビングで勉 強 した。

・3年 生の2組 の学生はホス トマザー

が多忙で、それぞれのホス トマザー

やその家族が交替で送迎す るな ど

してお り、4人 で過 ごす ことが多

か った。

・一人 しかいない ホス トフ ァミリー

が外出 して しまい、一人で留守番

した時 は心細か った。

・夕食 はホス トファ ミリーと一緒 に

食べたが、朝食 はシ リアルな どを

個々に食べた。

・毎 日、昼食のサ ンドイ ッチが ピー

ナ ツバ ターで飽 きた。

・洗濯 は週 に1～2回 程度 しか しな

い習慣であ り、着替えが足 りるか

不安だ った。

【英語の授業】

・他大学か らの 日本人学生が多 く、

学校で は日本語で話す ことが多 く

もったいなか った。

ただ、 日本語を話す ことは精神的

な安定を保つため に必要で はあ っ

た。

・初めのテス トで学力別 に2つ の ク

ラスに分かれた。初め は言いたい

ことが言えなか ったが2週 間 くら

い してか ら話せ るよ うにな った。

・積極的に コ ミュニケー シ ョンを取れ るよ うにな った。

・初回のテス トが高度で、次か ら易 しくな った。

・教員の英語 はわか りやすか った。看護学部や病院の人

の英語 は速 く、理解 しに くか った。

【看護系授業】

・看護の授業でス トーマのパ ウチを装着 して一 日過 ご し

た。よい体験 とな った。

・看護系授業や見学で医療関係の知識が必要な場面 もあっ

たが、下級生が未学習の内容等 について上級生が説明

す るな ど知識面の カバ ーがで きた。

・病院に行 った とき、知識がな くとまどった。 日本の こ

とを知 っていればよ りよ くわか った と思 うが、上級生

がいなか った らつ らか ったか も しれない。

・看護学部でのプ レゼ ンテー シ ョンは鈴木 さん と石井 さ

んが行 った。ス ライ ド作成 は現地で行 った。プ レゼ ン

テー シ ョンで は学部のカ リキ ュラムや教え方、看護師

の教育制度や給料、災害時の精神的ケ アな ど、専門的

内容の質問があ り、困 った。
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